
名づけられた葉
【読む（詩）】

2

●詩のリズムを感じ取りな
がら音読し，表現の効果に
ついて考える。
●詩にこめられたものの見
方を捉える。

類義語と対義語，同音異義
語や多義的な意味を表す語
句などについて理解し，話
や文章の中で使うことを通
して，語感を磨き語彙を豊
かにしている。

➊「読むこと」において，文章の構成
や表現の効果について考えている。
➋「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで自分の考えを広げた
り深めたりし，学習課題に
そって考えを伝え合おうと
している。

知 技 （ (1)
エ）
（Ｃイ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

セミロングホーム
ルーム
【読む（小説）】

 読み方を学ぼう➊
人物設定

4

●人物の設定の仕方を捉
え，表現や構成の工夫とそ
の効果について考える。
（Ｃア）
●作品を読んで考えたこと
を共有し，自分の考えを広
げたり深めたりする。（Ｃ
オ）

情報と情報との関係のさま
ざまな表し方を理解し使っ
ている。（(2)イ）

➊「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，登場人
物の設定の仕方などを捉えている。
➋「読むこと」において，文章の構成
や表現の効果について考えている。
➌「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで登場人物の設定の仕
方などを捉え，学習課題に
そって考えを伝え合おうと
している。

知 技 （ (2)
イ）
（Ｃア）
（Ｃイ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

言葉発見①
敬語の意味と種類

1

●敬語のはたらきについて
理解し，使う。

➊言葉には，相手の行動を
促すはたらきがあることに
気づいている。
➋話し言葉と書き言葉の特
徴について理解している。
➌敬語のはたらきについて
理解し，話や文章の中で
使っている。

進んで敬語のはたらきにつ
いて理解し，学習したこと
を生かして課題に取り組も
うとしている。

知技（(1)
ア）
知技（(1)
イ）
知技（(1)
カ）

グループディスカッ
ション
互いの考えを尊重し
ながら話し合いを深
める
【話す・聞く】

4

●互いの立場や考えを尊重
しながら話し合いを深める
ための方法を理解し，活用
する。
●相手の考えと比較しなが
ら聞き，自分の考えをまと
める。

意見と根拠，具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。

➊「話すこと・聞くこと」において，
論理の展開などに注意して聞き，話し
手の考えと比較しながら，自分の考え
をまとめている。
➋「話すこと・聞くこと」において，
互いの立場や考えを尊重しながら話し
合い，結論を導くために考えをまとめ
ている。

積極的に互いの立場や考え
を尊重しながら，学習の見
通しをもって議論や討論を
しようとしている。

知技（(2)
ア）
（Ａイ）
（Ａエ）
（Ａオ）

5

評　　価　　規　　準

学習指導要領
知識・技能

思考力
判断力
表現力

主体的に学習に
取り組む態度

4

豊
か
に
想
像
す
る

学習目標月
単
元
名

教材名【領域】 時
数

令和６年度　国語・書写　第２学年　年間指導計画



漢字を身につけよう
➊

1

●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技（(1)
ウ）
知技（(1)
エ）

読み方を学ぼう➋
発展的な論の展開
じゃんけんは，なぜ
グー・チョキ・パー
の三種類なのか

1

●文章の構成や論理の展開
の仕方を捉える。

（Ｃエ）

人間は他の星に住む
ことができるのか
【読む（説明）】

4

●主張と例示との関係に着
目して読み，内容を理解す
る。
●文章を読み，構成や論理
の展開とその効果について
考える。

意見と根拠，具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。

➊「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，主張と
例示との関係などを捉えている。
➋「読むこと」において，観点を明確
にして文章を比較するなどし，文章の
構成や論理の展開，表現の効果につい
て考えている。

進んで文章の構成や論理の
展開について考え，学習課
題にそって理解したことや
考えたことを説明しようと
している。

知技（(2)
ア）
（Ｃア）
（Ｃエ）

手紙・メール
心をこめてわかりや
すく書く
【書く】

4

●相手に伝えたい事柄や気
持ちを明確にして，手紙の
形式をふまえて書く。
●内容が正しくわかりやす
く伝わるように，読み手の
立場に立って読み返し，文
章を整える。

敬語のはたらきについて理
解し，話や文章の中で使お
うとしている。

➊「書くこと」において，伝えたいこ
とがわかりやすく伝わるように，段落
相互の関係などを明確にし，文章の構
成や展開を工夫している。
➋「書くこと」において，読み手の立
場に立って，表現の効果などを確かめ
て，文章を整えている。

粘り強く表現の効果などを
確かめ，学習の見通しを
もって伝えたいことを相手
や媒体を考慮して書こうと
している。

知技（(1)
カ）
（Ｂイ）
（Ｂエ）

言葉発見②
言葉のはたらきとコ
ミュニケーション

1

●言葉には，相手の行動を
促すはたらきがあることに
気づく。

➊言葉には，相手の行動を
促すはたらきがあることに
気づいている。
➋話し言葉と書き言葉の特
徴について理解している。

進んで言葉のもつ相手の行
動を促すはたらきについて
気づき，学習したことを生
かして課題に取り組もうと
している。

知技（(1)
ア）
知技（(1)
イ）

5
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漢字を身につけよう
➋

1

●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技（(1)
ウ）
知技（(1)
エ）

短歌の世界／短歌十
首
【読む（解説/短
歌）】

 読み方を学ぼう➌
想像

コラム
音の数え方と句切れ

3

●短歌のリズムや表現方法
などの特徴をもとに，短歌
についての理解を深める。
●情景や心情を表す語句に
注意して，短歌を読み味わ
う。

意見と根拠，具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。

➊「読むこと」において，観点を明確
にして文章を比較するなどし，文章の
構成や論理の展開，表現の効果につい
て考えている。
➋「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで知識や経験と結びつ
け，学習課題にそって考え
たことを伝え合おうとして
いる。

知技（(2)
ア）
（Ｃイ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

短歌・俳句
表現の仕方を工夫し
て豊かに表す
【書く】

5

●情景や感動が伝わるよう
に，表現を工夫して書く。
●作品を読み合い，表現の
工夫などについて意見を交
流する。

抽象的な概念を表す語句の
量を増すとともに，類義語
と対義語，同音異義語や多
義的な意味を表す語句など
について理解し，話や文章
の中で使うことをとおし
て，語感を磨き語彙を豊か
にしている。

➊「書くこと」において，根拠の適切
さを考えて説明や具体例を加えたり，
表現の効果を考えて描写したりするな
ど，自分の考えが伝わる文章になるよ
うに工夫している。
➋「書くこと」において，表現の工夫
とその効果などについて，読み手から
の助言などをふまえ，自分の文章のよ
い点や改善点を見いだしている。

粘り強く文章のよい点や改
善点を見いだし，学習の見
通しをもって短歌や俳句を
創作しようとしている。

知技（(1)
エ）
（Ｂウ）
（Ｂオ）

文法の窓1
文法のまとめ
用言の活用 3

●用言の活用について理解
する。

単語の活用について理解し
ている。

進んで単語の活用について
理解し，学習したことを生
かして課題に取り組もうと
している。

知技（(1)
オ）

壁に残された伝言
【読む（報告）】

3

●文章の全体と部分との関
係に着目して読み，内容を
理解する。
●文章を読んで理解したこ
とや考えたことを知識や経
験と結びつけ，自分の考え
を広げたり深めたりする。

抽象的な概念を表す語句の
量を増すとともに，類義語
と対義語，同音異義語や多
義的な意味を表す語句など
について理解し，話や文章
の中で使うことをとおし
て，語感を磨き語彙を豊か
にしている。

➊「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，主張と
例示との関係などを捉えている。
➋「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで知識や経験と結びつ
け，学習課題にそって理解
したことや考えたことを説
明しようとしている。

知技（(1)
エ）
（Ｃア）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

6
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私の読書体験
生涯の友と出会う
【読む】

2

●本には，さまざまな立場
や考え方が書かれているこ
とを知り，読書をとおして
自分の考えを広げたり深め
たりする。

本や文章などには，さまざ
まな立場や考え方が書かれ
ていることを知り，自分の
考えを広げたり深めたりす
る読書に生かしている。

「読むこと」において，文章を読んで
理解したことや考えたことを知識や経
験と結びつけ，自分の考えを広げたり
深めたりしている。

進んで自分の考えを広げた
り深めたりし，学習したこ
とを生かして本や新聞，イ
ンターネットなどから集め
た情報を活用しようとして
いる。

知技（(3)
エ）
（Ｃウ）
（Ｃオ）

漢字を身につけよう
➌

1

●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技（(1)
ウ）
知技（(1)
エ）

一〇〇年後の水を守
る
【読む（評論）】

読み方を学ぼう➍
図表と文章

4 ●文章と図表などを結びつ
けて，筆者の考えを捉え
る。
●文章を読んで理解したこ
とと，知識や経験とを結び
つけて，自分の考えを広げ
る。

・情報と情報との関係のさ
まざまな表し方を理解し
使っている。

➊「読むこと」において，文章と図表
などを結びつけ，その関係をふまえて
内容を解釈している。
➋「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで文章と図表などを結
びつけて内容を解釈し，学
習課題にそって考えたこと
を文章にまとめようとして
いる。

知技((2)イ)
（Ｃウ）
（Ｃオ）

言葉発見③
上位語・下位語

1 ●上位語・下位語の関係に
ついて理解を深める。

・抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで抽象的な概念を表す
語句の量を増し，学習した
ことを生かして課題に取り
組もうとしている。

知技((1)エ)

プレゼンテーション
資料や機器を活用し
て効果的に発表する

5 ●社会生活の中から題材を
探し，根拠の適切さや論理
の展開などに注意して，話
の構成を工夫する。
●話し手の意図や話の内容
をわかりやすく伝えるため
に，資料や機器を効果的に
活用して表現を工夫する。

・意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。

➊「話すこと・聞くこと」において，
目的や場面に応じて，社会生活の中か
ら話題を決めている。
➋「話すこと・聞くこと」において，
自分の立場や考えが明確になるよう
に，根拠の適切さや論理の展開などに
注意して，話の構成を工夫している。
➌「話すこと・聞くこと」において，
資料や機器を用いるなどして，自分の
考えがわかりやすく伝わるように表現
を工夫している。

・積極的に資料や機器を用
い，学習の見通しをもって
説明や提案をしようとして
いる。

知技((2)ア)
（Ａア）
（Ａイ）
（Ａウ）

4
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漢字を身につけよう
➍
●常用漢字の読み・
書きについて理解を
深める。

1 ●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ)
知技((1)エ)

5
　
古
典
に
学
ぶ

枕草子・徒然草
【読む（古文）】

4 ●自然や人間に対する，筆
者のものの見方や感じ方を
捉える。
●古人の心情を現代の自分
たちとの対比の中で読み取
る。

➊作品の特徴を生かして朗
読するなどして，古典の世
界に親しんでいる。
➋現代語訳や語注などを手
がかりに作品を読むことを
とおして，古典に表れたも
のの見方や考え方を知って
いる。

➊「読むこと」において，観点を明確
にして文章を比較するなどし，文章の
構成や論理の展開，表現の効果につい
て考えている。
➋「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで理解したことや考え
たことを知識や経験と結び
つけ，学習課題にそって考
えを伝え合おうとしてい
る。

知技（(3)
ア）
知技（(3)
イ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

表現プラザ
私の「枕草子」「徒
然草」
【書く】

2 ●日常生活や社会生活の中
から題材を決めて，伝えた
いことを明確にする。
●読み手の立場に立って，
表現の効果を考えながら文
章を整える。

・抽象的な概念を表す語句
の量を増すとともに，類義
語と対義語，同音異義語や
多義的な意味を表す語句な
どについて理解し，話や文
章の中で使うことをとおし
て，語感を磨き語彙を豊か
にしている。

➊「書くこと」において，目的や意図
に応じて，社会生活の中から題材を決
めている。
➋「書くこと」において，読み手の立
場に立って，表現の効果などを確かめ
て，文章を整えている。

・粘り強く伝えたいことが
明確になるように工夫し，
学習の見通しをもって感じ
たことを書こうとしてい
る。

知技((1)エ)
（Ｂア）
（Ｂエ）

平家物語
【読む（古文）】
読み方を学ぼう➎
物語の転換点
コラム　あの人の歌

5 ●語句の意味に注意しなが
ら音読し，古典のリズムを
味わう。
●場面や状況を捉え，登場
人物の考え方について，自
分の考えをもつ。

➊作品の特徴を生かして朗
読するなどして，古典の世
界に親しんでいる。
➋現代語訳や語注などを手
がかりに作品を読むことを
とおして，古典に表れたも
のの見方や考え方を知って
いる。

➊「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考え，内容を
解釈している。
➋「読むこと」において，観点を明確
にして文章を比較するなどし，文章の
構成や論理の展開，表現の効果につい
て考えている。
➌「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで文章の構成や論理の
展開などを捉え，学習課題
にそって考えを伝え合おう
としている。

知技((3)ア）
知技((3)イ）
（Ｃイ)
（Ｃエ）
（Ｃオ）

4
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漢詩の世界
【読む（漢文）】
漢文の読み方
漢詩の形式

3 ●漢詩の表現やリズムを捉
え，読みを味わう。
●漢詩に描かれた情景を捉
え，古人の心情を想像す
る。

➊作品の特徴を生かして朗
読するなどして，古典の世
界に親しんでいる。
➋現代語訳や語注などを手
がかりに作品を読むことを
とおして，古典に表れたも
のの見方や考え方を知って
いる。

➊「読むこと」において，観点を明確
にして文章を比較するなどし，文章の
構成や論理の展開，表現の効果につい
て考えている。
➋「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで文章の構成や表現の
効果について考え，学習課
題にそって考えたことを伝
え合っている。

知技((3)ア)
知技((3)イ)
(Ｃエ）
(Ｃオ）

漢字のしくみ1
熟語の構成・熟字訓

1 ●熟語の構成・熟字訓につ
いて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
年別漢字配当表に示されて
いる漢字を書き，使い，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ）
知技((1)エ）

漢字を身につけよう
➎

1 ●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ）
知技((1)エ）

複数の情報を関連づ
けて
考えをまとめる
【情報】
共生社会に関する
データ
【読む（図表）】
自立とは
「依存先を増やすこ
と」
【読む（解説）】

5 ●意見と根拠のなどの関係
に注意して，互いの立場や
考えを尊重しながら話し合
い，考えをまとめる。
●文章を読んで理解したこ
とや考えたことを知識や経
験と結びつけ，自分の考え
を広げたり深めたりする。

➊意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。
➋情報と情報との関係のさ
まざまな表し方を理解し
使っている。

➊「話すこと・聞くこと」において，互い
の立場や考えを尊重しながら話し合い，結
論を導くために考えをまとめている。
➋「読むこと」において，目的に応じて複
数の情報を整理しながら適切な情報を得
て，内容を解釈している。
➌「読むこと」において，文章と図表など
を結びつけ，その関係をふまえて内容を解
釈している。
➍「読むこと」において，文章を読んで理
解したことや考えたことを知識や経験と結
びつけ，自分の考えを広げたり深めたりし
ている。

・積極的に情報と情報との
関係に注意して内容を解釈
し，学習の見通しをもって
話し合い，考えをまとめよ
うとしている。

知技((2)ア）
知技((2)イ）
（Ａオ）
（Ｃイ）
（Ｃウ）
（Ｃオ）
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投稿文
情報を関連づけて
根拠を明確に示す
【書く】

4 ●多様な方法で集めた材料
を整理し，伝えたいことを
明確にする。
●自分の意見と根拠を明確
にして，説得力のある文章
を書く。

・意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。

➊「書くこと」において，多様な方法
で集めた材料を整理し，伝えたいこと
を明確にしている。
➋「書くこと」において，表現の工夫
とその効果などについて，読み手から
の助言などをふまえ，自分の文章のよ
い点や改善点を見いだしている。

・粘り強く材料を整理して
伝えたいことを明確にし，
学習の見通しをもって投稿
文を書こうとしている。

知技((2)ア）
（Ｂア）
（Ｂオ）

文法の窓2
文法のまとめ
助詞・助動詞のはた
らき

3 ●助詞･助動詞のはたらき
や文の構成について理解す
る。

・助詞や助動詞などのはた
らき，文の成分の順序や照
応など文の構成について理
解するとともに，話や文章
の構成や展開について理解
を深めている。

進んで助詞や助動詞などの
はたらきや文の構成につい
て理解し，学習したことを
生かして課題に取り組もう
としている。

知技((1)オ）

漢字を身につけよう
➏

1 ●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ）
知技((1)エ）

大阿蘇
【読む（詩）】

2 ●詩の表現技法とその効果
を理解し，描かれた情景を
読み取る。
●眼前に展開する自然の姿
を捉え，想像豊かに朗読す
る。

・類義語と対義語，同音異
義語や多義的な意味を表す
語句などについて理解し，
話や文章の中で使うことを
とおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。

➊「読むこと」において，文章の構成
や表現の効果について考えている。
➋「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで表現の効果について
考え，学習課題にそって考
えを伝え合おうとしてい
る。

知技((1)エ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

言葉発見④
類義語・対義語，多
義語

1 ●類義語・対義語，多義語
について理解する。

・類義語と対義語，同音異
義語や多義的な意味を表す
語句などについて理解し，
話や文章の中で使うことを
とおして，語感を磨き語彙
を豊かにしている。

進んで類義語と多義語，同
音異義語や多義的な意味を
表す語句などについて理解
し，学習したことを生かし
て課題に取り組もうとして
いる。

知技((1)エ）
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小さな手袋
【読む（小説）】
読み方を学ぼう➏
象徴

4 ●登場人物の人物像と相互
関係を捉える。
●主人公の言動に着目し，
その意図や心情を読み深め
る。

・情報と情報との関係のさ
まざまな表し方を理解し
使っている。

➊「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，登場人
物の設定の仕方などを捉えている。
➋「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，内容
を解釈している。

進んで登場人物の言動の意
味などについて考え，学習
課題にそって考えを伝え合
おうとしている。

知技((2)イ）
（Ｃア）
（Ｃイ）

読書活動
ビブリオバトル
【話す・聞く】

2 ●本には，さまざまな立場
や考え方が書かれているこ
とを知り，自分の考えを広
げたり深めたりする読書に
生かす。
●自分の立場や考えが明確
になるように，根拠の適切
さや論理の展開などに注意
して，話の構成を工夫す
る。

➊意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。
➋本や文章などには，さま
ざまな立場や考え方が書か
れていることを知り，自分
の考えを広げたり深めたり
する読書に生かしている。

➊「話すこと・聞くこと」において，
目的や場面に応じて，社会生活の中か
ら話題を決めている。
➋「話すこと・聞くこと」において，
自分の立場や考えが明確になるよう
に，根拠の適切さや論理の展開などに
注意して，話の構成を工夫している。

・積極的に話の構成を工夫
し，学習の見通しをもって
提案しようとしている。

知技((2)ア）
知技((3)エ）
（Ａア）
（Ａイ）

創作文
読みたくなるしくみ
を
工夫する
【書く】

5 ●作品の魅力や特徴が効果
的に伝わるように，描写や
展開など工夫して書く。
●作品を読み合い，表現の
工夫やもとの作品の生かし
方などについて意見を交流
し，自分の考えを広げる。

・抽象的な概念を表す語句
の量を増すとともに，類義
語と対義語，同音異義語や
多義的な意味を表す語句な
どについて理解し，話や文
章の中で使うことをとおし
て，語感を磨き語彙を豊か
にしている。

➊「書くこと」において，伝えたいこ
とがわかりやすく伝わるように，段落
相互の関係などを明確にし，文章の構
成や展開を工夫している。
➋「書くこと」において，表現の工夫
とその効果などについて，読み手から
の助言などをふまえ，自分の文章のよ
い点や改善点を見いだしている。

・粘り強く文章の構成や展
開を工夫し，学習の見通し
をもって感じたことや想像
したことを書こうとしてい
る。

知技((1)エ）
（Ｂイ）
（Ｂオ）

漢字を身につけよう
➐

1 ●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ）
知技((1)エ）
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動物園でできること
【読む（評論）】
読み方を学ぼう➐
例示

4 ●文章の全体と部分との関
係や，主張と例示との関係
に注意して，筆者の主張を
捉える。
●動物園に関する筆者の主
張について，知識や経験と
結びつけて自分の考えを深
める。

・意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。

➊「読むこと」において，文章全体と
部分との関係に注意しながら，主張と
例示との関係などを捉えている。
➋「読むこと」において，観点を明確
にして文章を比較するなどし，文章の
構成や論理の展開，表現の効果につい
て考えている。
➌「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで主張と例示との関係
などを捉え，学習課題に
そって考えを伝え合おうと
している。

知技((2)ア)
（Ｃア）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

漢字のしくみ2
熟語の読み

1 ●熟語の読みについて理解
を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
年別漢字配当表に示されて
いる漢字を書き，使い，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ)
知技((1)エ)

論説文
構成を工夫して
考えを伝える
【書く】

5 ●伝えたい事柄がわかりや
すく伝わるように，文章の
構成や展開を工夫して書
く。
●根拠の適切さや表現の効
果を考えて説得力のある文
章を書く。

➊意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。
➋情報と情報との関係のさ
まざまな表し方を理解し
使っている。

➊「書くこと」において，伝えたいこ
とがわかりやすく伝わるように，段落
相互の関係などを明確にし，文章の構
成や展開を工夫している。
➋「書くこと」において，根拠の適切
さを考えて説明や具体例を加えたり，
表現の効果を考えて描写したりするな
ど，自分の考えが伝わる文章になるよ
うに工夫している。

・粘り強く自分の考えが伝
わるように工夫し，学習の
見通しをもって自分の考え
を書こうとしている。

知技((2)ア)
知技((2)イ)
（Ｂイ）
（Ｂウ）

漢字を身につけよう
➑

1 ●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ)
知技((1)エ)
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走れメロス
【読む（小説）】
 読み方を学ぼう➑
心内語

5 ●人物の言動の意味を考
え，人物像とその変化を捉
える。
●工夫された表現に着目し
て，文体の特徴を捉えて読
み味わう。

・意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。

➊「読むこと」において，登場人物の
言動の意味などについて考えて，内容
を解釈している。
➋「読むこと」において，文章の構成
や表現の効果について考えている。
➌「読むこと」において，文章を読ん
で理解したことや考えたことを知識や
経験と結びつけ，自分の考えを広げた
り深めたりしている。

進んで登場人物の表現の効
果について考え，学習課題
にそって考えを伝え合おう
としている。

知技((2)ア)
（Ｃイ）
（Ｃエ）
（Ｃオ）

漢字を身につけよう
➒

1 ●常用漢字の読み・書きに
ついて理解を深める。

➊第1学年までに学習した漢
字に加え，常用漢字（350字
～450字）を読んでいる。ま
た，学年別漢字配当表に示
されている漢字を書き，文
や文章の中で使っている。
➋抽象的な概念を表す語句
の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。

進んで常用漢字を読み，学
習したことを生かして課題
に取り組もうとしている。

知技((1)ウ)
知技((1)エ)

情報誌
地域の魅力を振り
返って
【話す・聞く】
【書く】

8 ●集めた材料を整理し，伝
える内容を検討するために
編集会議を開き，話し合っ
て考えをまとめる。
●地域の特色などについ
て，取材や調査で集めた情
報を，効果的な表現になる
ように工夫して文章にまと
める。

➊意見と根拠，具体と抽象
など情報と情報との関係に
ついて理解している。
➋情報と情報との関係のさ
まざまな表し方を理解し
使っている。

➊「話すこと・聞くこと」において，
異なる立場や考えを想定しながら集め
た材料を整理し，伝え会う内容を検討
している。
➋「話すこと・聞くこと」において，
互いの立場や考えを尊重しながら話し
合い，結論を導くために考えをまとめ
ている。
➌「書くこと」において，目的や意図
に応じて，社会生活の中から題材を決
めている。
➍「書くこと」において，読み手の立
場に立って，表現の効果などを確かめ
て，文章を整えている。

・積極的に伝え合う内容を
検討し，粘り強く表現の効
果などを確かめ，学習の見
通しをもって情報誌を作ろ
うとしている。

知技（(2)
ア）
知技（(2)
イ）
（Ａア）
（Ａオ）
（Ｂア）
（Ｂエ）

歌の言葉
365日の紙飛行機

120
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知識・技能
思考力
判断力
表現力

主体的に学習に
取り組む態度

9

1 漢字の行書とそれに調和し
た仮名の書き方を理解し
て，読みやすく速く書くこ
とができる。

漢字の行書とそれに調和し
た仮名の書き方を理解し
て，読みやすく速く書いて
いる。

行書で本の帯やノートなどを書くなか
で，今までに学習した知識・技能の生
かし方を考えている。

進んで(①)習得した知識・
技能を振り返り(③)，今ま
での学習を生かして(②)本
の帯やノートなどを書こう
としている(④)。

知技((3)ウ
(ｱ))
知技((3)ウ
(ｲ)
知技((1)ウ)
Ｂ(1)全

知技((3)ウ
(ｱ))
知技((1)ウ)

6
7

10

4

5

漢字の行書の書き方（筆順
の変化）を理解して，読み
やすく速く書くことができ
る。

［国語・学校生活］
行書を活用しよう

行書と仮名の調和 3

3 漢字の行書の書き方（点画
の省略）を理解して，読み
やすく速く書くことができ
る。

漢字の行書とそれに調和し
た仮名の書き方を理解し
て，読みやすく速く書くこ
とができる。

知技((3)ウ
(ｱ))
知技((1)ウ)

行書に調和する仮名（いろは歌）3 行書に調和した仮名の書き
方を理解して，読みやすく
速く書くことができる。

行書に調和した仮名の書き
方を理解して，読みやすく
速く書いている。

小筆で「いろは歌」を書くなかで，行
書に調和した仮名の書き方を確かめて
いる。

進んで(①)行書に調和した
仮名の書き方を理解し
(③)，学習課題に沿って
(②)「いろは歌」を書こう
としている(④)。

漢字の行書の書き方（筆順
の変化）を理解して，読み
やすく速く書いている。

毛筆で「紅花」を書くなかで，行書の
書き方＜筆順の変化＞を確かめてい
る。

進んで(①)行書の書き方(筆
順の変化)を理解し(③)，学
習課題に沿って(②) ｢紅
花」を書こうとしている
(④)。

漢字の行書の書き方（点画
の省略）を理解して，読み
やすく速く書いている。

毛筆で「雲海」を書くなかで，行書の
書き方＜点画の省略＞を確かめてい
る。

進んで(①)行書の書き方(点
画の省略)を理解し(③)，学
習課題に沿って(②)「雲
海」を書こうとしている
(④)。

漢字の行書とそれに調和し
た仮名の書き方を理解し
て，読みやすく速く書いて
いる。

毛筆で「豊かな心」「深まる秋」を書
くなかで，行書に仮名を調和させるた
めの書き方を確かめている。

進んで(①)行書とそれに調
和した仮名の書き方を理解
し(③)，学習課題に沿って
(②) 「豊かな心」「深まる
秋」を書こうとしている
(④)。

知技((3)ウ
(ｱ))
知技((1)ウ)

月 単元名
時
数

単元目標

知技((3)ア)
知技((3)ウ
(ｱ))

筆順の変化 3

２．読みやすく速く書くための行書

点画の省略

評価規準

学習指導要領

第２学年　　書写



2 今までに学習した知識・技
能を生かして書くことがで
きる。

今までに学習した知識・技
能を生かして書いている。

壁新聞を作る活動のなかで，今までに
学習した知識・技能の生かし方を考え
ている。

進んで(①)習得した知識・
技能を振り返り(③)，今ま
での学習を生かして(②)壁
新聞を作ろうとしている
(④)。

知技((3)ウ
(ｲ))
知技((1)ウ)
(Ｂ(1)全)

1 目的や必要に応じて，文字
を選んで書くことの意義を
理解することができる。

目的や必要に応じて，文字
を選んで書くことの意義を
理解している。

テレビ番組のタイトル文字を選ぶ活動
のなかで，目的や必要に応じて文字を
選んで書くことの意義を確かめてい
る。

進んで(①)テレビ番組のタ
イトル文字を選び (③)，学
習課題に沿って(②)①～④
それぞれの印象や文字を選
んだ理由を話し合おうとし
ている(④)。

知技(3)ウ(ｲ)

2 目的や必要に応じて，楷書
又は行書を選んで書くこと
ができる。

目的や必要に応じて，楷書
または行書を選んで書いて
いる。

インタビューメモや入学願書を書く活
動のなかで，目的や必要に応じて書体
を選択して書くことの必要性を確かめ
ている。

進んで(①)書体を選択して
書く必要性を理解し(③)，
学習課題に沿って(②)適切
な書体を選んで書こうとし
ている(④)。

知技((3)ウ
(ｲ))
知技((1)ウ)
(Ａ(1)オ)
(Ａ(2)イ)

12

1 書くことで物語を後世に伝
えてきた文字の役割を理解
し，書写学習への関心を高
めることができる。

文字の役割について理解し
ている。

「源氏物語」の変遷を確かめるなか
で，文字の役割について考えている。

進んで(①) 「源氏物語」の
変遷を確かめ (③)，学習の
見通しをもって(②)文字の
役割について話し合おうと
している(④)。

知技((3)ア)
知技((3)ウ
(ｱ))

1
2
3

1 今までに学習した知識・技
能を生かして書くことがで
きる。

今までに学習した知識・技
能を生かして書いている。

季節の言葉をなぞる活動のなかで，今
までに学習した知識・技能の生かし方
を考えている。

積極的に(①)習得した知
識・技能を振り返り(③)，
今までの学習を生かして
(②)季節の言葉をなぞろう
としている(④)。

知技((3)ア)
知技((3)ウ
(ｱ))
知技((1)ウ)

20

11

10

［国語］
季節のしおり２

［コラム］
物語を千年書き継ぐ
（源氏物語）

楷書と行書の使い分け

３．文字を使い分ける

［やってみよう］
「デザインと文字」を
考えよう

［国語］
壁新聞を作ろう


